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書評　『中国東北経済の 展開一 北東ア ジア の 新時代一
』

　　　　　　朱永浩著 （日本評論社 、 2013 年）

小 川 雄 平 （西南学院大学）

1　 問 題 を抱 えなが ら も中国経済は 、2 年続 い

て 7，7％ の 高成長 を維持 し、昨年は貿易額 で世 界

ト ッ プの 座に就 い た 。 他方で 、尖閣諸島の 国有化

以降、険悪化する
一方の 政治 ・外交関係を反映す

るか の ように、中国経済に占め る 日本の 位置は急

降下 を見 せ て い る 。 例えば日本は 、中国が相手国

別 の貿易統計を発表 して 以来ず っ と維持 して きた

対 中輸 出額世 界 トッ プの 座を、昨年初め て 韓国に

明け渡 した
1
。

　人的交流 を見て も、領土問題の 影響は深刻で 、

昨年 日本が受容 れた外国人観光客は 初め て 1
，
000

万人 を突破 して 1，036．4 万 人 を数えたが 、 中国人

観光 客は と い うと、前年比 7．8％ 減の 131．5 万 人

に過 ぎなか っ た
2
。 こ れ に対 して 、韓国を訪れた

中 国 人観光客は 同 43．6％ 増 の 392．3 万 八 （訪韓

外国 人全体の 36．7 ％） に達 し、初め て 日本 人観

光客 を凌駕 して 国 別で トッ プ を占め た と い う
3

。

訪韓 した 中国 人は 、 訪 日中国人 の 実 に 3 倍 を数え

た こ とにな る 。

　領土問題の 顕在化で 、貿易の みな らず観光交流

にお い て も、 中韓関係の 緊密化 とは対照 的 に日中

関係は疎遠に な っ て しまっ た 。 それでは、日中関

係 を修復す る に は どうすれ ば よ い の であ ろ うか 。

筆者は、行政 や地場 企業や市民 が こ れ まで築 い て

きた地方 レベ ル の 交流 を更に深化 ・緊密化する こ

とに尽 きる と考える 。

　幸 い 、筆者 が 暮 らす 九州 圏 （九州 7 県 と山

口 ・沖縄 県）の 2013 年の 対中輸出額は 、前年比

19．6％増 の 1兆 5，871 億円 （九州経済圏の輸出全

体の 21．1％ ）に 達 し、 3 年振 りに前年 を 上 回 っ

た とい う
4
。 円安を も背景に、中国 の 需 要増に 応

える形で 、 化学品 ・自動車 ・半導体製造装置の 輸

出が好調 に推移 したか らで ある が 、九州は、わ け

て も中 国東北地域 との交流 を深め る こ とで 、中国

との 関係 を尚一層緊密化する こ とが可 能に なる筈

だとい うの が筆者 の 見解で ある 。

　 とい うの は 、中国東北地域 は、中国の エ ネ ル ギ
ー

基地
・重工 業基地 ・食糧基地として の 役割を十全

に 果たせ な くな り、「東北振興」と い う地域再生

計画 に取 り組 んで い るが、我が九州地域も、 か つ

て は北部が 日本 の エ ネル ギ
ー基地 ・重化学工 業基

地 、南部 が食糧基地 と して 日本経済に貢献 したが 、

石 炭か ら石油へ の エ ネル ギ ー政策の 転換、公害 と

重厚長 大型産業の 廃れ 、 更に は牛肉 ・オ レ ン ジ の

輸 入 自由化の 影響 を受けて 、 地域経済の 深刻 な衰

退を経験 した か ら で ある 。 その 後、公害克服 の 経

験を活か した 汚染防除産業の 創設や 半導体 ・自動

車と い う新た な加工 組立型産業の 誘致、蜜柑 の 品

種改良と食肉の ブ ラ ン ド化等に よ っ て 地域 の 再生

を果た し得た の で あ っ た 。
こ うした 九州地域 の 「経

験」を中国東北地域 で 活かす こ とが 出来れ ば 、九

州地域 と中国東北地域 との 関係は著 しく緊密化 す

る もの と思われ るの で あ る 。

矼　 こ の よ うな筆者の ア イ デ ア に 確信 を与 え て

くれ た座右の 書が、朱永浩氏 の 労作 『中国東北経

済の 展開一北東ア ジ ア の 新時代
一

』 （日本評論 社、

2013年刊 ）で ある。本 書 は、著者 が 所属 する 環
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日本経済研 究所 の 「ERINA 北東 ア ジ ア研究叢書」

の 第二 分冊 と して 刊行 された もの で ある。中国東

北 地域 の 経 済 の 、ある
一

断片 の 分析に終始する こ

と が一
般的 な類書 と は異な り、本書は、清朝期か

ら の 長 い タ イ ム ス パ ン で対象 を捉え、か つ また各

歴 史段階 に お ける周辺東北 ア ジ ア 地域 との 経済関

係如何 と い う問題意識 の 下 に、鋭 い 分析を行 っ て

い る 。 更 に い え ば 、頻繁な現地調査 の成果を随所

に織 り込 む こ とで 、優れ て 説得力の ある論理を展

開 して い る こ とも評価され て よ い で あろ う。 正 し

く斯界初の 本格的な 「中国東北経済論」で ある と

い っ て よ い
。

　本書の 章別構成は 以下 の 通 りで あ る 。 興味深 い

事例考察 もある の で 、煩雑に なるが、節 まで 記 し

て お く。

第 1章　中国東北経 済変遷 の 概観
一
清王朝か ら社

会主義計画経 済時代 まで

1　 清王朝か ら 「満洲国」成立 まで の 東北経 済

2　 「満洲国」時代か ら 中華人民共和 国建国時 ま

で の 東北経済

3　社会主義計画経済下 の 東北経 済

第 2章　中国 の改革 ・
開放政策と東北 経済

1　 改革 ・
開放期の 中国経済成長 の 特徴 とそ の 課

題

2　東北地域の対外開放 と外国貿易

3　東北地域 の 産業構造 と国有企業改革

第 3章　東北振興戦略の進展 とそ の課題

1　 東北振興戦略 と東北地域 の 主 要産業

2　 自動車産業 の 発展 とそ の 課題 一瀋陽市 の 事例

3　 農業生産 と 関連事業 の 可能性 一黒龍江 省新華

農場 の 事例

第 4章　東北地域 と北東ア ジ ア経済協力

1　 中国の 対外協力推進 と北東ア ジ ア

2　 東北地域 と北東ア ジ ア 諸 国との 経済関係

3　 東北地域 の 物流 イ ン フ ラ と北東ア ジ ア 物流

著者は、漢人 の 移住で 経済が勃興 して 以来今 日

まで の 東北経済を、産業構造の 変容 と東北ア ジ ァ

情勢の 変化に着 目 して 、   清朝か ら 「満洲国」成

立 まで の段階 、   「満洲国」時代か ら中華人民共

和国建国 まで の段階 、   第一次 5 ヵ 年計画期か ら

改革 ・
開放開始 まで の 段階、  改革 ・

開放か ら現

段階 まで 、の 4 段階 に 分け て 分析 して い る 。 第 1

章で は 、  か ら  の段階 まで を概観 し、第 2 章か

ら は 、  改革 ・
開放か ら現段階まで の 東北経済が

取 り上 げられて い るが 、東北地域が改革 ・
開放 の

波 に上 手 く乗 れ なか っ た所以 が 第 2 章 で 論 じら

れ、続 く第 3章で は、2003 年に提起 された 「東

北振興」に つ い て 詳述が な され、そ の 進展状況 と

課題 とが 、瀋陽 の 自動車産業 と黒龍江 省の 国営農

場 の 事例考察 も踏 まえ て 明 らか に される 。 第 4 章

で は 、周辺東北 ア ジ ア 地域 との経済協力 の 実態 と

課題が、著者の 現地調査 の 中心 で ある黒龍江省の

物流 イ ン フ ラ に焦点を当て て論 じられ る 。

皿　筆者が 関心 を持 っ た の は 、 著者が 東北経済

を歴 史的 に、それ も、変容す る国内外 の 経済環 境

下で産業構造が如何 なる影響 を受けた の か とい う

視 点 で分析 して い る点 で あ る 。 だか らこ そ、「東

北振興 」の 中心課題 の
一

つ で ある 「国有企業改革」

につ い て も、多くの 論者が提唱する外 資系企業の

利用 による民営化 とい う方法 を、東北 地域 に 歴 史

的に形 成され て きた産業構 造を無視 した安 直 な提

言 と して 、退 ける の で ある 。 著者に倣 っ て、歴 史

的経緯 を充分 に踏 まえた 上 で 、東北地域 の 更に細

か な地域 別の 産業構造分析 を行 うこ とで 、 九州地

域 の 地場企業に よる具体的な協力の 中味が 明確 に

なるの で はな い か とい う期待が膨 らむ。

　「東北振興」計画 の 進 捗状況 に 関して は、著者

も詳述 して い る よ うに 、 イ ン フ ラ 関連事業は急

ピ ッ チ で整備が 進め られ て い る 。 筆者 も昨春、大

連 一長春の 移動に、一昨年 12 月 1 日 に開業した「東

北新幹線」（高規格鉄道） を利用 して 、実 感 した 。

ロ シ ア ・北朝鮮 と の 国境沿 い に 東北地域 を縦断 す

る東北 東部 （「東辺道」）鉄 道 も
一

昨年 9 月 27 日
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に 開通 し、 東北国境内陸部は黄海に臨む丹東港を

窓口に外部世界との 交流を可能に したの で ある
5
。

そ れは外資系企業、例えば九州地場企業に よ る 国

境 内陸部 へ の アク セ ス が 、極め て容易にな っ た こ

とを意味 しよう。

　 鉄道
・
高速道路 とい っ たイ ン フ ラ整備が

一巡す

る と、建設 関連 の 投資が縮小 して経済へ の 悪影響

が懸念 される
6

。 建設労働 に従事 して い た大量 の

農民工 の 再就業先 も問題 となる 。 だが 、ア ブ ソ
ー

バ ーとなるべ き第三次 産業の 成長率はマ イナ ス を

呈 して い る 。 筆者は第三 次産業の 中味が問題 だと

考える。林立す るカ ラ オケ屋 ・マ ッ サ
ー

ジ店 ・食

堂 とい っ た安直なサービス 業で はな く、イ ン フ ラ

整備を背景に、流通サ ービス 業 ・観光業 ・小売業

や老人介護福祉業の 健全 な発展は不可欠だ と思 わ

れ るが、著者の 見解は如何で あろ うか 。

　 い ま一
つ 著者に無 い 物強請 りを して お きた い 。

分析対象と して は 同 じ内陸省で ありなが ら 、 国有

企業改革 ・対露貿易 ・物流イ ン フ ラ ・農業等 、 黒

龍江省に関する記述は 極め て 多 い の に対 して 、 吉

林省に関する記述は少な く、筆者に は そ の 点で 不

満が残 っ た 。 吉林省は 「満洲国」の 中心部をなし 、

北朝鮮とは 長い 国境線で 隣接する 。 延辺朝鮮族自

治州が 置か れ て い る こ とか らも分か る ように、朝

鮮系中国人 （朝鮮族）の 多い こ とで も知られ て い

る 。 海へ の 出 口 の 確保 を悲 願 と し、UNDP と手

を組ん で 「図們江開発」 を主導 して きた の も吉林

省で ある 。

　 「図們江 開発」に つ い て は、本書で も歴史的経

緯 も含め て紙幅 を割 い て い るが 、北朝鮮の対中露

国境地域 に 位 置する羅先経済貿易区や国境河 川鴨

緑江 中 の 北朝鮮領 の 黄金坪 ・威化 島 で 計画 される、

中朝 の 経済協力事業 に 関す る著者 の 言及 も見 当た

らな い 。 敢えて 記述 を避 けたの だ とすれ ば、い ま

少 し情勢を見極めた上 で 、「北 朝鮮 との 経済協力

と東北 経済」と い っ たテ
ー

マ で、渉猟 した資料や

情報 を駆 使 した会心 の 作 を世 に問 う魂胆 で あ ろう

か 。 著者の 次の 論考を参考に、筆者は、九州地場

書 評 ：『中 国 東 北経 済 の 展 開
一

北 東 ア ジ アの 新時代一』115

企業が韓国企業 と連携 して東北 国境 内陸部 や北朝

鮮に進出する とい うシ ナリオを、確信を もっ て書

ける の で はない か と 、 大 い に期待 して い る と こ ろ

で ある 。

1　 中国の 通 関統 計 に よれ ば、2013 年 の 対 日輸 入額 1，623

億 ドル （前年比 8．7％ 減 ） に 対 し、韓 国 か らの 輸 入額 は

1，830 億 ドル （同 8．5％ 増）に 達 し た とい う （中国海 関 （税

関）総署発 表 の 輸入 統計に よ る ）。

2　 日本政府観光局発表の 数値。

3　韓 国法務部 の 発表数字。

4　 門 司税関発表の 通 関統計速報値 。

5　 丹 東・大連間の 鉄道建設が 成れ ば、東北国境内陸部は

大 連 港 を も対外交流 の 窓冂に 利用 で きよ う。

6　 そ の た め に 東北 の 大 都市 も地 下 鉄 建 設 に 取 り組 む が、

そ れ は また 問 題 を 孕 ん だ 「理 財
’
商品」 を 急 増 さ せ る こ

　と で もあ る。
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